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28 年 10 月 14 日 （ 金 ） 午 後 1 時 15 分 ～ 午 後 2 時 50 分

教育部長

（代）こども育成課長 （代）環境保全課長

備考

１　公共施設の利用者負担の適正化に係る今後の事務について

⑥　「意見聴取」とはどのようなことか。使用料の金額修正だけならまだ理解できる
が、新たに有料化する施設などについては、「諮問・答申」をすべきではないか。
　⇒今回の見直しは、行政改革評価委員会（当時）に審議していただいた方針に基づく
各施設の見直しであって、全庁的な取組である。各施設の個別の諮問・答申は行わず、
見直し案の説明と意見のとりまとめを行うということでＷＧの中で依頼した。よって、
ほとんどの施設では「諮問・答申」という形は採らないと報告を受けている。

平成

①　10月６日に開催したＷＧ会議において、11月４日に見直し案を政策決定するため、
各施設の関係団体等からの意見聴取を行うスケジュールを確認した。各部には、短い期
間での対応をお願いするが、改めてご協力をお願いしたい。

開催日時

③　フルコストの基礎となる減価償却費は一定額か。
　⇒毎年度一定額を償却していくものである。
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⑧　「低利用時間帯の有効活用」の総括はしているのか。
　⇒現在、実証実験を実施中であるが、他の利用者からの不平が出ておらず、施設運営
上も支障がないのであれば、安定した使用料収入の確保という点では明確に規定すべき
と考える。
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⑦　減免の基準は各施設に任せるようなことを聞いたが、基準はないのか。
　⇒減免については、現在でもきちんと審査されていると思うが、審査をより徹底し、
他の利用者が不公平を感じることがないようにして欲しいという依頼をした。減免の原
則は方針の中でも示しているので、各施設で原則に従って規定を再確認すれば良いと考
えるが、必要であれば、再度原則を示すことで各施設の作業を促したい。

・　・施行

年度

⑤　公民館の大会議室等の「２分の１面使用」について、物理的に仕切れないところは
規定しないということか。
　⇒規定だけ先行して実施し、整備後に運用するという方法もある。今後、施設所管課
と調整する。

出席者

②　政策決定に向けたスケジュールについて各施設所管課の理解は充分か。
　⇒ＷＧ出席者（課等の長）は充分承知していただいていると考えている。

資料１　公共施設の使用料の見直しに関する条例改正の概要

④　減免対象となる「子ども」の定義とは。
　⇒中学生以下と定義する。


